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概要 

MAX20808/MAX20808T は全機能を内蔵したデュアル出力、高

効率の降圧 DC-DC スイッチング・レギュレータです。このレ

ギュレータは 2.7V～16V の入力電源で動作し、各出力を 0.5V～

5.8Vの範囲で安定化し、出力ごとに最大4Aの負荷電流を供給で

きます。MAX20808の場合、2つの出力を並列に接続して、最大

8A の負荷電流を供給できる単一出力の 2 相レギュレータとして

も使用できます。 

デバイスのスイッチング周波数は 500kHz～3MHz の範囲で設定

可能で、ソリューション・サイズと性能に関して設計を最適化

できます。 

MAX20808/MAX20808T は、内部補償された固定周波数の電流

モード制御を利用しています。2 つのスイッチング・レギュ

レータは 180º の位相差で動作します。MAX20808/MAX20808T
では、動的な負荷過渡応答性能を改善する高度変調方式（AMS）
が選択可能です。軽負荷時の効率を改善する不連続電流モード

（DCM）も選択できます。動作と機能の設定は、PGM_ピンと

グランドの間にピンストラップ抵抗を接続することにより選択

できます。 

MAX20808/MAX20808T は、内蔵の 1.8V 低ドロップアウト

（LDO）出力によってゲート・ドライブ（VCC）と内部回路

（AVDD）に電力を供給します。また、オプションの LDO 入力

ピン（LDOIN）も備えており、2.5V～5.5V のバイアス入力電源

に接続することで効率を最適化できます。 

MAX20808/MAX20808T は、正負の過電流保護、出力過電圧保

護、過熱保護などの複数の保護機能を備えており、堅牢な設計

を実現できます。 

MAX20808/MAX20808T は小型の FC2QFNパッケージ（3.5mm × 
4.6mm）で提供され、−40ºC～+125ºC のジャンクション温度で動

作します。MAX20808 のパッケージはオープン・トップ、

MAX20808Tのパッケージはクローズド・トップです。 

アプリケーション

• データ・センターの電源

• 通信機器

• ネットワーク機器

• サーバーおよびストレージ

• ポイントオブロード電圧レギュレータ

機能と利点 

• 少ない部品数で高電力密度を実現

• デュアル出力と 2 相動作を選択可能

• バイアス生成用の LDO を内蔵した単電源動作

• オプションの 2.5V～5.5V 外付けバイアスで高効率化

• 小型 3.5mm × 4.6mm、21ピン FC2QFNパッケージ

• 内部補償

• 広い動作範囲

• 入力電圧範囲：2.7V～16V
• 出力電圧範囲：0.5V～5.8V
• 設定可能なスイッチング周波数：500kHz～3MHz
• ジャンクション温度範囲：−40ºC～+125ºC
• 3 つのピンストラップ設定ピンで様々な構成を選択可能

• 各出力に対し独立したイネーブルとパワー・グッド

• 性能と効率を最適化

• 92.5%のピーク効率（VDDH = 12V、VOUT = 1.8V、
fSW = 1MHz）

• 180ºの位相差のインターリーブ動作

• 負荷過渡応答を改善する AMSを選択可能

• 軽負荷時の効率を改善する DCMを選択可能

• 2 相動作時のアクティブな電流バランス

（MAX20808 のみ）

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

*最大 TJ = +125ºC。特定の動作条件については、標準動作特性
のセクションにある安全動作領域（SOA）曲線を参照してくだ
さい。 

型番はデータシートの末尾に記載しています。 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/products/max20808.html
https://www.analog.com/jp/products/max20808.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/max20808.pdf
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簡略アプリケーション回路 

https://www.analog.com/jp/index.html
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絶対最大定格 
VDDH1、VDDH2～PGND (Note 1) .................................. −0.3V～+19V 
LX1、LX2～PGND (DC) ............................................ −0.3V～+19V 
LX1、LX2～PGND (AC) (Note 2) ............................... −10V～+23V 
VDDH1～LX1 (DC) (Note 1) .......................................... −0.3V～+19V 
VDDH1～LX1 (AC) (Note 2) ........................................... −10V～+19V 
VDDH2～LX2 (DC) (Note 1) .......................................... −0.3V～+19V 
VDDH2～LX2 (AC) (Note 2) ........................................... −10V～+19V 
BST1、BST2～PGND (DC) ..................................... −0.3V～+21.5V 
BST1、BST2～PGND (AC) (Note 2) .......................... −7V～+25.5V 
BST1～LX1 ................................................................ −0.3V～+2.5V 
BST2～LX2 ................................................................ −0.3V～+2.5V 

PGND～AGND........................................................... −0.3V～+0.3V 
VCC～PGND................................................................ −0.3V～+2.5V 
AVDD～AGND .......................................................... −0.3V～+2.5V 
EN1、EN2～AGND ...................................................... −0.3V～+4V 
PGOOD1、PGOOD2～AGND ...................................... −0.3V～+4V 
SNSP1、SNSP2～AGND ................................ −0.3V～AVDD+0.3V 
LDOIN～AGND ............................................................ −0.3V～+6V 
PGM0、PGM1、PGM2～AGND  .................. −0.3V～AVDD+0.3V 
ピーク LX_電流 ........................................................... −12A～+19A 
ジャンクション温度（TJ） ................................................. +150°C 
保管温度範囲 ...........................................................−65°C～+150°C 
ピーク・リフロー温度（鉛フリー） ................................. +260°C 

Note 1: 高周波数（HF）の入力コンデンサを VDDH_ピンから 40mil 以内の距離に配置して、誘導性の電圧スパイクを絶対最大定格以内に抑える必要があり

ます。 

Note 2: AC の制限値は 25ns です。 

上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的な損傷を与えることがあります。これらの規定はストレス定格のみを定めたものであり、この仕様の動作セクションに記載する
規定値以上でデバイスが正常に動作することを意味するものではありません。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置くとデバイスの信頼性に影響を与えます。 

パッケージ情報

21 FC2QFN 

最新のパッケージ外形図とランド・パターン（フットプリント）に関しては、www.maximintegrated.com/packages で確認してください。

パッケージ・コードの「+」、「#」、「−」は RoHS対応状況のみを示します。パッケージ図面は異なる末尾記号が示されている場合があ

りますが、図面は RoHS 状況に関わらず該当のパッケージについて図示しています。 

パッケージの熱抵抗は、JEDEC 規格 JESD51-7 に記載の方法で 4 層基板を使用して求めたものです。パッケージの熱に対する考慮事項の

詳細については、www.maximintegrated.com/thermal-tutorial を参照してください。 

電気的特性

（標準アプリケーション回路を参照。特に指定のない限り、VDDH1 = VDDH2 = 12V、VLDOIN = 3.3V、TA = TJ = −40ºC～+125ºC。仕様は TA = +32ºC
で製品テストされています。動作温度範囲内の制限値は、設計と特性評価によって確保されています。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
https://www.analog.com/jp/resources/packaging-quality-symbols-footprints/package-index.html
https://www.analog.com/jp/resources/technical-articles/thermal-characterization-of-ic-packages.html
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-100394.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/land_patterns/90-100134.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/package_dwgs/21-100513.PDF
https://pdfserv.maximintegrated.com/land_patterns/90-100184.PDF
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（標準アプリケーション回路を参照。特に指定のない限り、VDDH1 = VDDH2 = 12V、VLDOIN = 3.3V、TA = TJ = −40ºC～+125ºC。仕様は TA = +32ºC
で製品テストされています。動作温度範囲内の制限値は、設計と特性評価によって確保されています。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（標準アプリケーション回路を参照。特に指定のない限り、VDDH1 = VDDH2 = 12V、VLDOIN = 3.3V、TA = TJ = −40ºC～+125ºC。仕様は TA = +32ºC
で製品テストされています。動作温度範囲内の制限値は、設計と特性評価によって確保されています。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（標準アプリケーション回路を参照。特に指定のない限り、VDDH1 = VDDH2 = 12V、VLDOIN = 3.3V、TA = TJ = −40ºC～+125ºC。仕様は TA = +32ºC
で製品テストされています。動作温度範囲内の制限値は、設計と特性評価によって確保されています。） 

Note 3: 設計により性能を確保しています。 

標準動作特性

（特に指定のない限り、VDDH = 12V、MAX20808EVKIT#でテスト、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VDDH = 12V、MAX20808EVKIT#でテスト、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VDDH = 12V、MAX20808EVKIT#でテスト、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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（特に指定のない限り、VDDH = 12V、MAX20808EVKIT#でテスト、TA = +25ºC。） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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ピン配置

端子説明

ピン 名称 機能 

1 VDDH2 出力 2 のレギュレータ入力電源。VDDH1と VDDH2は PCB 上で相互に接続します。 

2 PGND2 電源グランド。PGND1 と PGND2 は PCB 上で相互に接続します。 

3 EN2 出力 2 の出力イネーブル。 

4 PGOOD1 出力 1 のオープン・ドレイン、パワー・グッド出力。 

5 PGM2 プログラム入力。プログラミング抵抗を介して、このピンをグランドに接続します。

6 PGM0 プログラム入力。プログラミング抵抗を介して、このピンをグランドに接続します。

7 SNSP2 
出力 2 の電圧検出帰還ピン。SNSP2 と VOUT2を負荷ポイントで接続します。出力と SNSP2 の間に抵抗分圧器

を挿入すると、0.5V の固定リファレンス電圧を基準とした出力のレギュレーションができます。SNSP2 を

AVDD に接続すると、2 相動作が選択されます。 

8 AVDD アナログ回路用の 1.8V 電源。AVDD と VCCの間に 2.2Ω～4.7Ωの抵抗を接続します。AVDD と AGND の間に

は 1µF 以上のセラミック・コンデンサを接続します。

9 LDOIN オプションの 2.5V～5.5V LDO 入力電源。このピンは AVDD と GND のいずれかに接続するか、使用しない場

合はフロート状態のままにします。

10 AGND アナログ・グランド。

11 SNSP1 出力 1 の電圧検出帰還ピン。SNSP1 と VOUT1を負荷ポイントで接続します。出力と SNSP1 の間に抵抗分圧器

を挿入すると、0.5V の固定リファレンス電圧を基準とした出力のレギュレーションができます。 

12 EN1 出力 1 の出力イネーブル。 

13 PGM1 プログラム入力。プログラミング抵抗を介して、このピンをグランドに接続します。

14 PGOOD2 出力 2 のオープン・ドレイン、パワーグッド出力。 

15 VCC 内部 1.8V LDO 出力。VCCと PGND の間に 2.2µF 以上のセラミック・コンデンサを接続します。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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16 PGND1 電源グランド。PGND1 と PGND2 は PCB 上で相互に接続します。 

17 VDDH1 出力 1 のレギュレータ入力電源。VDDH1と VDDH2は PCB 上で相互に接続します。 

18 BST1 出力 1 のブートストラップ・ピン。BST1 と LX1 の間に 0.22µF のセラミック・コンデンサを接続します。 

19 LX1 出力 1 のスイッチ・ノード。LX1 は出力インダクタに直接接続します。 

20 LX2 出力 2 のスイッチ・ノード。LX2 は出力インダクタに直接接続します。 

21 BST2 出力 2 のブートストラップ・ピン。BST2 と LX2 の間に 0.22µF のセラミック・コンデンサを接続します。 

ブロック図

https://www.analog.com/jp/index.html
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詳細説明

デュアル出力と 2 相動作の選択 
MAX20808/MAX20808Tは、デフォルトでデュアル出力の降圧レギュレータとして構成されています。2 つの出力用にそれぞれ独立の制御

ループを備えており、ループのパラメータを独立に選択できます。 

MAX20808 のみ、SNSP2 ピンを AVDD に接続することで単一出力の 2 相 8A コンバータとして構成することもできます。2 相動作の構成

にした場合には、OUTPUT1 の制御ループのみが動作し、OUTPUT2 の制御ループはバイパスされます。2 相動作モードでは、EN1 ピンと

PGOOD1ピンを使用してデバイスのイネーブルとパワー・グッド状態の表示を行います。EN2ピンと PGOOD2ピンは接続する必要があり

ません。 

制御アーキテクチャ

固定周波数、ピーク電流モード制御ループ

MAX20808/MAX20808T の制御ループは、固定周波数のピーク電流モード制御アーキテクチャに基づいています。図 1 に、制御アーキテ

クチャの簡略図を示します。各ループには、エラー・アンプ段、内部電圧ループ補償回路、電流検出、内部スロープ補償、パルス幅変調

（PWM）モジュレータが含まれており、この PWMモジュレータが PWM信号を生成してハイサイドおよびローサイド MOSFETを駆動し

ます。デバイスは 0.5V の固定リファレンス電圧（VREF）を備えています。VREFと出力電圧検出値との差は、最初のエラー・アンプによっ

て増幅されます。その出力電圧（VERR_）を電圧ループ補償回路の入力として使用します。補償回路の出力（VCOMP_）は、電流検出信号

（VISENSE_）およびスロープ補償（VRAMP_）と共に、PWM コンパレータに送られます。PWM コンパレータの出力は PWM モジュレータの

入力になります。ハイサイド MOSFET は内部クロックに合わせてオンになります。AMS が有効の場合、そのクロックは、固定周波数ク

ロックまたは位相シフト・クロックのいずれかになります。 

図 1. 簡略化した制御アーキテクチャ 

高度変調方式

MAX20808/MAX20808Tでは、動的な負荷過渡応答の改善が可能な AMS を選択できます。AMSは、一般的な固定周波数 PWM方式よりも

大きな利点が得られます。AMS 機能を有効にすると、立上がりと立下がりの両エッジでの変調が可能で、大きな負荷過渡応答時のスイッ

チングの反応が高速になります。図 2 に、AMS が有効な場合に、従来の立下がりエッジ変調に加えて立上がりエッジ変調を行う方式を示

します。この変調方式により、最小限の遅延でオン／オフの切り替えが可能になります。全インダクタ電流が非常に急速に増加するため、

負荷要求が満たされ、出力コンデンサから引き出される電流は減少します。AMS が有効の場合、システムのクローズドループ帯域幅は、

位相マージンを犠牲にせずに拡張できます。その結果、出力容量を最小限に抑えることができます。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 2. AMS の動作 

不連続電流モード（DCM）動作 
不連続電流モードの動作をイネーブルすると、軽負荷時の効率が改善されます。DCM で動作させるためには、必要とする VOUTより VDDH

が 2V以上高い必要があります。このデバイスはDCM電流検出コンパレータを備えており、連続導通モード（CCM）での動作時にはイン

ダクタの谷電流をモニタします。軽負荷時にインダクタの谷電流が 48 サイクル連続して DCM コンパレータのスレッショルドを下回ると、

デバイスはシームレスに DCM 動作に移行します。DCM に移行すると、負荷の減少につれてスイッチング周波数が減少します。

MAX20808/MAX20808T は、インダクタの谷電流が 100mAよりも高くなると、直ちに CCM 動作に戻ります。 

アクティブ電流バランス

MAX20808 は、2 相動作するよう設定されている場合、両相の間の動的な電流分担あるいはバランスの改善のため、アクティブに電流バ

ランスを取りながら動作します。この機能は、スイッチング周波数やその高調波に近い負荷ステップ周波数においても、負荷過渡応答時

の電流バランスを維持します。アクティブ電流バランス回路は、相間の電流不均衡を最小化するように、各相の電流制御信号を調整しま

す。 

内蔵リニア・レギュレータ 

MAX20808/MAX20808T は 1.8V リニア・レギュレータを内蔵しています。デフォルトでは、VCCの 1.8V 電圧は VDDH1ピンから供給されま

す。効率を改善するためには、LDOINピンに 2.5V～5.5V の外部バイアス入力電源を供給し、VCCの 1.8V 電圧が LDOINピンによって変圧

されるようにすることを推奨します。出力電圧が 2.5V～5.5V の範囲内である場合には、LDOIN ピンを出力電圧に接続することができま

す。オプションの LDOINバイアス入力電源は、レギュレーション中いつでも印加や停止が可能で、レギュレーションに影響が及ぶことは

ありません。 

VCCピンの 1.8V電圧は、両方の出力の MOSFET ドライバに電流を供給します。VCCと PGND の間には 2.2µF 以上のデカップリング・コン

デンサを接続してください。デバイス内部のアナログ回路に電力を供給するため、AVDDピンにも 1.8V電源が必要です。AVDDと VCCの

間には 2.2Ω～4.7Ωの抵抗を接続してください。AVDDとAGNDの間には、1µF以上のデカップリング・コンデンサを接続してください。 

起動およびシャットダウン 

図 3 に、起動とシャットダウンのタイミングを示します。AVDD ピン電圧が UVLO の立上がりスレッショルドを超えると、デバイスは初

期化手順を実行します。デュアル出力か 2 相動作かが検出されます。PGM_ピンの設定抵抗が読み込まれます。初期化が完了すると、デ

バイスはVDDH UVLOおよび EN_の状態を検出します。この両方が立上がりスレッショルドを上回っていれば、ソフトスタートが開始し、

スイッチングがイネーブルされます。イネーブルされた出力の出力電圧が上昇し始めます。ソフトスタートのランプ昇降時間は 3ms です。

フォルトが発生しなければ、ソフトスタートの上昇が完了した後、オープン・ドレインの PGOOD_ピンがロー保持状態から開放されます。

このデバイスは、出力がプリバイアスされたスムーズな起動に対応しています。 

動作中に、VDDH UVLOまたは EN_がそのスレッショルドを下回ると、スイッチングは直ちに停止します。PGOOD_ピンがローに駆動され

ます。出力電圧は負荷電流により放電されます。 
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図 3. 起動とシャットダウンのタイミング 

フォルトの処理

入力低電圧ロックアウト（VDDH UVLO） 
MAX20808/MAX20808TはUVLO回路により内部で VDDHをモニタしています。入力電源電圧が UVLOスレッショルドを下回ると、スイッ

チングを停止し PGOOD_ピンをローに駆動します。VDDH UVLO ステータスがクリアされると、デバイスは 20ms のヒカップ保護時間経過

後に再起動します。起動シーケンスについては、起動およびシャットダウンのセクションを参照してください。 

出力過電圧保護（OVP） 
ソフトスタート時の上昇が完了すると、過電圧状態に備えてSNSP_の帰還電圧がモニタされます。帰還電圧がOVPデグリッチ・フィルタ

遅延時間より長い間 OVP スレッショルドを上回ると、デバイスはスイッチングを停止し PGOOD_ピンをローに駆動します。OVP ステー

タスがクリアされると、20msのヒカップ保護時間経過後に再起動します。デュアル出力動作に設定されている場合は、一方の出力のOVP
が他方の出力の動作に影響を与えることはありません。

正の過電流保護（POCP） 
このデバイスのピーク電流モード制御アーキテクチャは、固有の電流制限および短絡保護の機能を備えています。インダクタ電流は、ス

イッチング中は常にモニタされます。インダクタのピーク電流はサイクル単位で制限されます。各スイッチング・サイクルにおいて、イ

ンダクタ電流検出値が POCP スレッショルドを超えると、デバイスは、ハイサイド MOSFET をオフにし、ローサイド MOSFET をオンに

して、インダクタ電流を出力電圧によって放電できるようにします。アップダウン・カウンタを使用して、スイッチング・サイクルごと

の POCPイベントの連続発生数を累積します。このカウンタが 1024を超えると、デバイスはスイッチングを停止し PGOOD_ピンをローに

駆動します。20ms のヒカップ保護時間が経過すると、再起動します。デュアル出力動作に設定されている場合は、一方の出力の POCP が

他方の出力の動作に影響を与えることはありません。 

MAX20808 には POCP スレッショルドが 2 つ（5.3A と 4A）あり、PGM1 ピンと PGM2 ピンによって出力ごとに選択できます（ピンスト

ラップのプログラマビリティのセクションを参照）。POCP デグリッチ遅延があるため、アプリケーションのユース・ケースによっては、

実際の POCP スレッショルドを更に高く設定する必要があります（出力インダクタの選択のセクションを参照）。 
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負の過電流保護（NOCP） 
本デバイスには、インダクタの谷電流に対する負の過電流保護機能もあります。NOCP スレッショルドは POCP スレッショルドの−83%で

す。各スイッチング・サイクルにおいて、インダクタ電流検出値が NOCP スレッショルドを超えると、デバイスは、ローサイド MOSFET
をオフにし、ハイサイドMOSFETを180nsの固定時間、オンにして、入力電圧によってインダクタ電流を充電できるようにします。POCP
と同様に、アップダウン・カウンタを用いて、NOCP イベントの連続発生回数を累積します。このカウンタが 1024 を超えると、デバイス

はスイッチングを停止し PGOOD_ピンをローに駆動します。20msのヒカップ保護時間が経過すると、再起動します。デュアル出力動作に

設定されている場合は、一方の出力の NOCP が他方の出力の動作に影響を与えることはありません。 

過熱保護（OTP） 
過熱保護のスレッショルドは+155ºC で、ヒステリシスは 20ºC です。動作中にジャンクション温度が OTP スレッショルドに達すると、デ

バイスはスイッチングを停止し PGOOD_ピンをローに駆動します。OTP ステータスがクリアされると、デバイスは再起動します。 

ピンストラップのプログラマビリティ 

MAX20808/MAX20808T には 3 つの設定用ピン（PGM0、PGM1、PGM2）があり、一部の主要設定を設定できます。ピンストラップ抵抗

を PGM_ピンと AGND の間に接続します。その値は起動時の初期化中に読み取られます。PGM0 では、両方の出力に適用される共通設定

（AMS、DCM、スイッチング周波数）を選択します。デュアル出力動作に設定されている場合、PGM1 で出力 1 についての POCP と内部

補償パラメータを選択し、PGM2 で出力 2 についての POCP と内部補償パラメータを選択します。2 相動作に設定されている場合には、

POCP と内部補償パラメータの設定は PGM1 のみで選択します。制御ループの性能を最適化するための補償パラメータの設定方法につい

ては、内部補償の選択のセクションを参照してください。 

表 1. PGM0 の設定 
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表 2. PGM1 による出力 1 もしくは 2相動作時の設定 
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表 3. PGM2 による出力 2 の設定 

リファレンス・デザインの手順

出力電圧の検出 

MAX20808/MAX20808T は、0.5V のリファレンス電圧を内蔵しています。目的の出力電圧が 0.5V より高い場合、抵抗分圧器 RFB1 および

RFB2 を用いて、出力電圧を検出する必要があります（標準アプリケーション回路を参照）。RFB2 の値は 5kΩ 以下にすることを推奨します。

抵抗分圧比は次の式で求められます。 

ここで、 

VOUT =出力電圧 

VREF = 0.5V固定リファレンス電圧  

RFB1 =抵抗分圧器の上側 

RFB2 =抵抗分圧器の下側 
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スイッチング周波数の選択

MAX20808/MAX20808T では、スイッチング周波数を 500kHz～3MHz の広い範囲から選択できます。様々なアプリケーションに応じて、

最適なスイッチング周波数を選択できます。ソリューション・サイズを優先するアプリケーションには、出力 LC フィルタの値とサイズ

を小さくできるように、より高いスイッチング周波数を推奨します。スイッチング損失の低減のため効率と放熱を優先するアプリケー

ションには、より低いスイッチング周波数を推奨します。周波数は、制御可能な最小のオン時間およびオフ時間の制限を破ることがない

ように選択します。推奨最大スイッチング周波数は、次の式で計算します。 

ここで、 

fSWMAX =選択可能な最大スイッチング周波数  

VDDHMAX =最大入力電圧 

VDDHMIN =最小入力電圧  

tONMIN =制御可能な最小オン時間  

tOFFMIN =制御可能な最小オフ時間 

システム・ノイズの混入により、定常状態の動作であっても、LX の立上がりエッジと立下がりエッジには、ランダムなジッタ・ノイズ

が発生します。スイッチング周波数（fSW）の選択は、このジッタを考慮し fSWMAX より低くする必要があります。LX ジッタを改善するに

は、より小さいインダクタ値を用いて、電圧ループ・ゲインを低くし、ノイズ感度を最小限に抑えることを推奨します。 

出力インダクタの選択 

出力インダクタは、電圧レギュレータの全体的なサイズ、コスト、効率に大きな影響を及ぼします。インダクタは通常、システム内では

比較的大きな部品の 1 つであるため、最小インダクタ値は、スペースに制約のあるアプリケーションでは特に重要です。インダクタ値を

小さくすると、過渡応答も速くなり、過渡耐性の維持に必要な出力容量の値が減少します。 

電流ループのノイズ耐性を改善するため、出力インダクタは通常、インダクタの電流リップルが最低 1A となるように選択します。イン

ダクタ値は、次の式で計算します。 

ここで、 

VDDH =入力電圧 

IRIPPLE =インダクタ電流リップルのピーク to ピーク値 

インダクタは、選択した POCP スレッショルドで最大負荷電流の供給能力が確保されるように選択することも必要です。

MAX20808/MAX20808Tには POCP スレッショルドが 2 つ（5.3A と 4A）あり、PGM1 ピンと PGM2 ピンで出力ごとに選択できます（ピン

ストラップのプログラマビリティのセクションを参照）。POCP コンパレータのトリップからハイサイド MOSFET のオフまでのデグリッ

チ遅延のため、アプリケーションの個々のユース・ケースに対し、POCP スレッショルドの調整値はインダクタ値、入力電圧、出力電圧

を考慮して、次式で計算できます。 

ここで、 

POCPADJUST =調整済みの POCP スレッショルド 

POCP = 電気的特性の表で規定されている POCP レベル  

tPOCP = POCPデグリッチ遅延時間（代表値 36ns） 

通常動作時のピーク・インダクタ電流が、調整後の最小 POCP スレッショルドを超えていないことを確認する必要があります。 
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ここで、 

N =位相数 

IOUTMAX =最大負荷電流 

POCPADJUST(MIN) =調整後の最小 POCPスレッショルド（POCP スレッショルドの最小値を用いて計算）。 

表 4 に、使用に適したインダクタの製品番号の一部を示します。これらは、最適な性能を発揮することが MAX20808 評価用キットで確認

されています。 

表 4. 推奨インダクタ 

出力コンデンサの選択 

必要な総出力容量を決めるための重要な条件の 1 つが、出力電圧リップルです。出力電圧リップル要件を満たすには、最小出力容量が次

の式を満たす必要があります。 

ここで、 

VOUTRIPPLE =最大許容出力電圧リップル  

ESR =出力コンデンサの ESR 

必要な出力容量を決めるためのもう 1 つの重要な条件は、負荷過渡応答における出力電圧オーバーシュートおよびアンダーシュートの最

大許容値です。所定の増加または減少の電流ステップに対し、最小限必要な出力容量は次の式も満たす必要があります。 

ここで、 

COUT =出力容量 

∆I =増加または減少の電流ステップ 

∆VOUT =最大許容出力電圧アンダーシュートまたはオーバーシュート 

入力コンデンサの選択 

入力容量の選択は、入力電圧リップルの条件によって決まります。MAX20808/MAX20808T の VDDH1および VDDH2ピンは PCB 上で相互に

接続します。デュアル出力動作に設定されている場合、入力容量は 2 つの出力の間で共有されます。最小限必要な入力容量は、次の式で

算出します。 
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ここで、 

CIN =入力容量 

IOUT_(MAX) = OUTPUT_の最大出力電流  

VOUT_ = OUTPUT_の出力電圧 

fSW_ = OUTPUT_のスイッチング周波数  

VINPP =ピーク to ピーク入力電圧リップル 

2 相動作に設定されている場合、最小限必要な入力容量は次式で算出します。 

最小限必要な入力容量の他に、VDDH_ピンの近くに 0.1µF と 1µF の高周波デカップリング・コンデンサを配置して、高周波スイッチング・

ノイズを抑制することを推奨します。 

内部補償の選択 

電圧ループ・ゲイン 

安定性を確保するために、電圧ループの帯域幅（BW）はスイッチング周波数の 1/5 より低くすることを推奨します。多層セラミック・

チップ（MLCC）の出力コンデンサを使用するケースを考えます。このコンデンサは、対象とする周波数範囲内でほぼ理想的なインピー

ダンス特性をもち、等価直列抵抗（ESR）と等価（実効）直列インダクタンス（ESL）は無視できるレベルであるとします。電圧ループ

BW は、次の式で算出することができます。 

ここで、 

RVGA =電圧ループ・ゲイン抵抗。この値は PGM_ピンの抵抗によって選択されるスイッチング周波数および電圧ループ・ゲイン倍率によ

り決まります（表 5 を参照）。 

表 5. 電圧ループ・ゲイン抵抗 
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スロープ補償

スロープ補償は、デューティサイクルが 50%よりも高いときに電流ループの安定性を確保するために適用されます。デューティサイクル

が 50%より低いアプリケーションに対しても、電流ループのノイズ耐性を改善するためにスロープ補償を適用することを推奨します。ス

ロープ補償の最小値と最大値は次の式で計算されます。

ここで、 

CSLOPE = 5pF 

MAX20808/MAX20808T のスロープ補償オプションは、PGM1 ピンと PGM2 ピンに接続する抵抗値によって選択できます。デューティサ

イクルのジッタ低減と安定性向上のため、スロープ値を高くすることを推奨します。 

PCB レイアウト時のガイドライン 
• 電気的および熱的な理由から、PCB の上面から 2 番目および下面から 2 番目のレイヤを電源グランド（PGND）プレーン用に確保して

ください。 
• 入力デカップリング・コンデンサは、IC にできるだけ接近させ、VDDH_ピンから 40mil 以内になるよう配置します。 
• VCCデカップリング・コンデンサは、PGNDに接続し、VCCピンのできるだけ近くに配置します。 
• すべてのアナログ制御信号グランドの接続には、アナログ・グランドの銅ポリゴンまたはアイランドを使用してください。この「静

かな」アナログ・グランドの銅ポリゴンまたはアイランドは、AGNDピンの近くで単一の接続部を介してPGNDに接続してください。

アナログ・グランドはシールドや制御信号（PGM_や SNSP_）のグランド・リファレンスとしても使用できます。 
• AVDD デカップリング・コンデンサは AGND に接続し、AVDD ピンにできるだけ近づけて配置します。 
• 昇圧コンデンサは LX_ピンと BST_ピンにできるだけ近づけて、IC と同じ PCB 面に配置してください。 
• 帰還抵抗分圧器とオプションの外部補償回路は、ノイズの混入を最小限に抑えるため、IC の近くに配置してください。 
• 電圧検出ラインはグランド・プレーンでシールドし、スイッチング・ノードおよびインダクタから離して配置します。 
• 大電流を流す経路のすべて、および放熱のために、複数のビアの使用を推奨します。 
• 入力コンデンサと出力インダクタは、IC の近くに配置し、部品までのパターンはできるだけ短く幅広くして、寄生インダクタンスと

抵抗を最小限に抑える必要があります。 

代表的なリファレンス・デザイン 
リファレンス回路図の例については、標準アプリケーション回路を参照してください。表 6 に、一般的な出力電圧に対応したリファレン

ス・デザインの例を示します。 

表 6. リファレンス・デザインの例 
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標準アプリケーション回路 

デュアル出力動作 
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2 相動作 
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型番 

+は鉛（Pb）フリー／RoHS 準拠のパッケージであることを示します。  
T =テープ＆リール。 
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